
「がん進展制御研究所セミナー (Nano LSI Open Seminar)」を開催  

2019年 12月 2日                              

 

１２月２日（月）、金沢大学がん進展制御研究所４F会議室において、カナダ

のトロント大学オンタリオがん研究所／プリンセスマーガレット病院のタック

マック先生 をお招きして、がん進展制御研究所セミナー/ Nano LSI Open 

Seminarを開催しました。 

セミナーでは、「Fire and Water are Good Servants but Bad Masters（火

と水は良い召使いにもなるが悪いマスターにもなる）」という演題で、がん細

胞の発生・悪性化について講演していただきました。腫瘍の発生には、がん遺

伝子の活性化および/または腫瘍抑制遺伝子の不活性化が必要ですが、それに

付随した数多くのイベントがその悪性化に重要であること、そのため、将来の

抗癌治療には、さまざまな生物学的プロセスの異常の特定とその情報を活用す

る必要があることを概説いただきました。セミナーでは、具体的な例として、

ＩＤＨ変異による代謝異常と発がん、細胞分裂を対象とした新規治療法、神経

伝達物質を介した免疫反応の発見に関して、最新の知見をご紹介いただきまし

た。 

セミナーには、研究所内外の教職員、大学院生等５４名が参加し、参加者か

らは、様々な質問が寄せられ、闊達な意見交換が行われました。 
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